
 
 



新しい年を迎え、いよいよ

世紀の幕が開かれました。新し

い世紀を迎えられたことを皆様

と共に喜び、本年は新世紀第１

年目の船出の年に当たります

が、心を新たにして有意義な

日々を重ねる１年としたいもの

と存じます。

教育改革が叫ばれてから久し

く日が経ちますが、今、教育を

めぐる環境は大きく変わり、

歳高校生事件、少子化現象、

革命など、前世紀から引き継い

だ数々の難しい課題を抱えてお

り、教育に携わる者として一層

気を引き締めて、解決へのチャ

レンジを続けなければならない

と思います。

昨年は大学・大学院および短

大部ハイテク・リサーチ・セン

ター整備事業とともに、長年の

懸案である学園キャンパス農場

再編整備が終わり、またこれと

併せてキャンパス外農場の活用

についても、今後の展望を持ち

つつあることは、近年にない有

意義な年であったと考えています。

これらの施設設備の基盤整備

が、本学の特色ある教育研究を

推し進め、深めると同時に、本

学独自の教育理念に基づく酪農

システムの構築、発展を目指し

て専門教育の深化と総合化を図

り、また社会の構造変化に対応

しながら専門性を生かし、今後

の学園教育の多様化を進めるた

めにも、その成果が期待されま

す。

本施設が適切な管理運営の下

で大学、高校を含む全学園的視

野からの効果ある活用を願って

おり、またその役割が課せられ

ています。

教育の質的向上を目指して

施設設備の充実と教育研究の

それとは表裏一体でなければな

りません。本年４月から大学酪

農学部食品科学科では「健康栄

養学専攻」を設置、高校では酪

農経営科の「男女共学」実施が

予定され、今、その準備と作業

が進められています。

学園が本来の使命を体し、教

育機関としていつの時代でも教

育内容の不断の見直し、改革、

改善は当然の責務ですが、これ

ら教育体制、枠組みの変更によ

って教育内容や施設設備など教

育環境の充実が一層図られ、社

会のニーズに対応した特色ある

教育サービスが提供されること

になります。

さらに、時代を反映し、大学

では他大学との単位互換協定、

ヨコの連携により、学生の教育

の幅を広げるなどの試みがされ

ようとしており、学内タテの連

携、高校大学連携についても、

単に進学連携に止まらず、入学

前の事前教育の実施など、時代

に合わせアレンジした教育連携

がいろいろと模索、検討されて

います。

教育改革は良き伝統を守りつ

つ、学園創立の原点を見失うこ

となく、他では真似のできない

独自の新しい価値の創出と教育

環境の整備のため、変えるべき

は勇気をもって変えていかねば

ならないと考えていますので、

校友の皆様、ご父母の皆様、関

係各位の本学園への変わらざる

ご支援、ご協力をお願い申し上

げます。

２１世紀の船出に当たって

－教育の質的向上への取り組み－ 理事長

平尾　和義

「酪農学園ブランド」の確立を
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酪農学園大学および同短期大

学部は１１月２５日、短大開学５０周

年・大学開学４０周年記念事業の

一環として、記念シンポジウム

「酪農学園創立者たちのまぼろ

しから」を開催、本学役職員や

旧職員、同窓生など約７０人が参

加しました。

午後３時から札幌市のシェラ

トンホテル札幌で行われたシン

ポジウムは、高橋節郎氏（同窓

会連合会会長）が「大学短大初

代学長・樋浦誠のまぼろし」、

安宅一夫氏（大学・短大学長）

が「宇都宮仙太郎のまぼろし」、

佐藤巌氏（佐藤貢氏のご子息）

が「佐藤善七・貢のまぼろし」、

黒澤信次郎氏（黒澤酉蔵氏のご

子息）が「黒澤酉蔵のまぼろし」

との各テーマで講演、酪農学園

創立者たちの志を参加者ととも

に反芻、回顧しました。

短大・創期生の高橋氏は、ま

ず学生時代の思い出を振り返り

ながら樋浦学長の人柄や哲学を

紹介。「樋浦先生は“実学の中

の実学”を実践した方だった」

と表現しました。また、安宅氏

は宇都宮先生が提唱した酪農三

徳（①役人に頭を下げなくても

よい、②牛にはウソをつかなく

てもよい、③牛乳は人々を健康

にする）について先生の生き方

を通して説明しました。

一方、佐藤氏は祖父・善七氏、

父・貢氏の足跡を紹介しながら

「２人の人生観、農業観について

の考え方は全く同じで、２人は

一体であった」と強調、酪農に

対する両者の共通した信念とし

て「北海道の農民は農業の仕事

にいそしみながら乳製品を作

り、自らの生活を豊かにし、農

業経営を安定しなければいけな

い。それは同時に、国民生活の向

上にもつながる」と語りました。

さらに、黒澤氏は「父は父親であ

ると同時に、人生の大先輩だっ

た」とした上で、酉蔵氏が遺言

状の冒頭に記した「父の生涯は

日本における酪農の開発振興、

北海道を東洋のデンマークに育

成することにあり、よって雪印

の前身・酪連の創設も酪農学園

の創立も、その一端に過ぎない」

などの言葉を披露しました。

牛島純一前酪農学園長の勲三

等瑞宝章（教育研究功労）の受章

記念祝賀会が１１月１４日、札幌市

のシェラトンホテル札幌で教育

短大開学５０周年
大学開学４０周年
記念シンポジウム

牛島純一前学園長
の勲三等瑞宝章
受章記念祝賀会が
開かれる

および学園関係者など約１１0人が

出席して盛大に開かれました。

祝賀会は安宅一夫学長の開会

の言葉の後、牛島先生が万雷の

拍手の中を笑顔で入場。引き続

き、発起人を代表して平尾和義

理事長が「私たちが敬愛してい

る牛島純一先生が、長年にわた

る私学振興と高等教育における

輝かしいご功績により、栄えあ

る勲章を受章されたことは誠に

おめでたいことで、ここに心よ

りお祝い申し上げます」とあい

さつ。その後、遊佐孝五前理事

長（現理事）、卒業生を代表して

野村武氏（獣医学科第１期生）、

山下正亮元獣医学科長（貴農同

志会会長）がそれぞれお祝いの

言葉を述べました。

種池哲朗獣医学部長や獣医学

科同窓生からの記念品および花

束贈呈に引き続き、壇上に立っ

た牛島先生は「昭和２３年に酪農

学園創設者・黒澤酉蔵先生の特色

ある私立大学設立への情熱に共

鳴し、一教員として参加、以来

今日まで三愛精神、実学教育、

健土健民という建学の理念を具

現すべく微力を尽くして参りま

した１人として光栄に思ってお

ります。これも酪農学園創設以

来、幾多の困難を克服して特色

ある研究教育の場を築き上げて

こられた多くの先輩、同僚教職

員、学園に関係する皆様、そし

て数多くの教え子のお力による

もので、今回の叙勲は私に与え

られたと申しますよりは、酪農

学園に与えられたものと考えて

坂本与市前短大学
長が短期大学教育
功労者表彰

おります。そして、酪農学園を

通じて教育という素晴らしい仕

事に生涯携わり得たことの幸せ

と、それを通じての素晴らしい

方々との出会いのありがたさに

感謝するのみです。本日は誠に

ありがとうございました」とお

礼の言葉を述べました。

この後、松井幸夫名誉教授の

音頭で祝盃、祝宴へと入りまし

た。祝宴では、牛島先生自らが

出席者全員の席を回り、一人ひ

とりと握手を交わしながらお礼

と感謝の言葉を述べる姿が印象

的でした。

文部省の短期大学教育５０周年

記念式典が１０月２５日、東京・飯

田橋のホテルグランドパレスで

開かれ、この席上で坂本与市前

短大学長に短期大学教育功労者

として表彰状が贈られました。

この賞は、短期大学教育に長

く従事し、その功労が顕著な者

および短期大学教育に功績があ

った者を文部大臣が表彰し、そ

の功に報いることを目的として

います。

坂本前短大学長は、平成元年

から２期８年にわたり北海道文理

科短期大学（現・酪農学園大学

短期大学部）の学長として短大

教育の充実・発展に尽力すると

ともに５００人を超えるゼミ学生

を社会に送り出してきました。



酪農学園大学 教授（農場長）

岡本全弘
酪農学園大学・大学院および

同短期大学部のハイテク・リサ

ーチ・センター整備事業の主要

施設であるインテリジェント牛

舎システムが昨年１１月に完成、

本格的に稼動を開始しました。

同事業では「酪農における情報

と物質のリサイクルシステムの

開発研究」というテーマの下に

「酪農情報の管理と利用」「酪農

における物質循環」「機能性食

品」の三分野を研究しますが、

前二者がインテリジェント牛舎

と関係しています。

インテリジェント牛舎という

名称は聞き慣れない言葉だと思

います。この名称はインテリジ

ェント・ビルディングという言

葉をヒントにした造語です。広

辞苑によれば、インテリジェン

ト・ビルとは「従来のビルの機

能にコンピュータで制御した高

度な情報通信システムとビル管

理システムを付加したビル」と

あります。本学の新牛舎システ

ムは、まさに「従来の牛舎の機

能にコンピュータで制御した高

度な情報通信システムと牛舎管

理システムを付加した牛舎」で

あり、インテリジェント牛舎と

呼ぶのに相応しいところから名

づけました。はやり言葉では

『ＩＴ牛舎』です。この牛舎を活

用することによって「酪農界に

質の高い研究情報を提供しよ

う」と考えています。

さて、ＮＡＳＡのスペースシャ

トルが新規開発はないものの最

新の既存技術を駆使して宇宙開

発しているように、インテリジ

ェント牛舎も最新の既存技術を

網羅しています。その基本とな

る技術は個体識別技術です。こ

れにより牛舎内を自由に移動す

る牛の個体を要所要所で識別

し、自動測定したデータをコン

ピュータに取り込むことが可能

になりました。

自動測定項目は多岐にわたり

ますが、例えば搾乳室では個体

番号を識別し、乳量を記録し、

乳温やミルクの電気伝導度の異

常を検知し、警告を発して記録

します。また、乳質に異常のあ

る牛は、正常な牛のミルクと混

ざらないように別系統の搾乳を

指示します。ミルクパイプの中

のセンサーにより流量を感知

し、搾り過ぎないように自動的

に搾乳を中止します。

搾乳室からの帰り道には体重

計があり、自動的に体重を測定

し、健康や栄養状態の指標にし

ます。牛舎内での運動量も自動

計測し、発情発見の目安にしま

す。もちろん、育種情報である

牛の家系図やお腹にいる胎児の

父親の情報、発情や妊娠などの

繁殖情報、病気や故障の治療

法・治療歴などの電子カルテ、

乳量・乳成分の変動などの生産

情報、飼料や栄養状態などの情

報等、多彩な情報を管理すると

ともに学内ネットワークとも接

続しています。

精密試験ストールでは試験牛

が何時何分に何ｋｇの飼料を摂

取したのか―を記録します。ま

た、牛舎内の監視カメラの映像

も記録し解析できるようになっ

ており、牛の行動を高い位置か

ら観察できるような観察通路も

備えています。

自動搾乳システム牛舎では、

自発的に搾乳ロボットにより搾

乳されるので、上記の情報に加

フリーストール牛舎（木造トラス造）
乳牛の栄養、生理、繁殖、管理、行動などの研究と教育を行うフリーストール牛舎

搾乳牛６０頭（２群）、乾乳牛
頭（２群）を収容。そのほ
かに、分娩房、ホスピタ
ル牛床（８床）、精密実験
牛床（１２床）も設置して
いる。また、ストールの
上部には見学通路を設け
ている。
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哺育牛舎（木造トラス造）
哺育ペン（８頭）と哺育ロボット（３０頭まで）を設置する哺育
牛舎

ミルキングパーラー（鉄骨造）
ヘリンボーン１０頭単列のミルキングパーラー（見学室付き）

自動搾乳システム牛舎
（木造トラス造）
搾乳ロボットを設置する自動搾乳
システム牛舎

乳牛糞尿循環研究センター（鉄骨造）
バイオガスプラントを設置する乳牛糞尿循環研究センター

えて各牛の搾乳記録や種々のチ

ェックリストなどが提供されま

す。また、個体に応じた飼料給

与やミルクの自動サンプリング

などもできます。

同様に哺育中の子牛は哺乳ロ

ボットにより個体に応じた哺乳

がなされ、哺乳記録が提供され

ます。また、整腸剤などの自動

投与もできます。

各牛舎で排泄されたふん尿は

ふん尿槽に集められ、地下パイ

プを通ってバイオガスプラント

に送られます。バイオガスプラ

ントでは、これを嫌気発酵して

良質で無臭の液体有機肥料を生

産するとともにバイオガスを回

収し、発電機を運転して電気と

8０℃の温水を得ることができま

す。もちろん、プラントの運転

情報は自動記録され解析されま

す。

ハイテク・リサーチ・センタ

ーでは上記のような牛舎内外の

情報の収集・管理に加え、各圃

場からの飼料生産量やサイレー

ジの生産量、飼料の給与量、ふ

ん尿の発生量、液肥の生産量や

散布量など物質の循環量や土壌

の状態、昆虫や微生物の関与な

どまで幅広く研究します。イン

テリジェント牛舎は、こうした

研究に便利なように配慮されて

います。



日本ホルスタイン登録協会主

催の『第１１回全日本ホルスタイ

ン共進会』が１１月２～５日の４日

間、岡山県灘崎町で全国４４都道

府県からの代表牛３００頭が参加

して行われ、酪農学園大学短期

大学部酪農学科２年の米野浩二

さん（熊本県熊本市）の出品牛

「コージ ダークスター エデン」

が経産牛（２～３歳クラス）部門

の名誉賞に輝きました。

同共進会は「５年に一度の乳

昨年１２月に

大学院酪農学研

究科１年の三浦

孝之さん(応用

生化学研究室)がＮＨＫ『きょうの

料理大賞』において審査員特別

賞に輝きました。３,０００以上の応

酪農学園大学酪農学部は昨年

月２日、岐阜経済大学経済学

部・経営学部と学生交流協定を締

結しました。

ＰＴＡ研修部では、秋の文化

行事を行いました。９月１６日、

札幌芸術の森見学。１０月１３日、

拓殖大学北海道短大教授の相馬

暁先生をお迎えして「豊かな

生・豊かな食・そして豊かな地

球」（現代の食生活と子供たち）

というテーマで講演していただ

きました。１１月１７日、『パイプ

オルガンとフルート・オーボエ

の夕べ』を本校礼拝堂で行いま

した。フルートは本校卒業生の

加勢麻衣子さん（東京芸大）に

演奏していただきました。それ

ぞれ有意義な時を過ごしました。

１０月２３～２８日までの６日間、

普通科２年生の修学旅行が行わ

れました。

「未来への第１歩＝２０世紀～

世紀」を主題、「過去を学び

私たちができること」を副題と

して、京都の自主研修では古い

日本の歴史にふれ、また沖縄で

は沖縄キリスト教短大で礼拝を

行い、金城重明牧師による沖縄

戦での集団自決の体験談や戦蹟

めぐりを行い、戦争の悲惨さと

平和の尊さを学びました。

１０月２８日から１１月１０日まで

の１４日間、酪農経営科３年生の

欧州研修旅行が行われました。

デンマークではファームステ

イをして酪農実習を行ったり、

農業施設を見学しました。

その後、スペインやフランス

を訪れ、ルーブル美術館、ノー

トルダム寺院など歴史的遺産を

見学しました。

生徒は異文化を肌で感じ、と

ても良い経験をしたと感想を述

べていました。

ＰＴＡ秋の文化行事 普通科２年生
京都・沖縄に修学旅行

米野浩二さんの出
品牛が第１１回全共
で名誉賞に輝く

次々あふれる
アイディアレシピ！
～大学院生、料理大会
で活躍～

岐阜経済大学と
学生交流協定締結

牛の祭典（乳牛のオリンピッ

ク）」とも呼ばれ、ホルスタイ

ン種の改良増殖の推進と酪農業

の伸展などを目的に昭和２６年に

神奈川県平塚市で開かれた第１

回大会以来、半世紀の歴史を刻

む伝統と名誉ある大会です。

米野さんは、今回の栄誉につ

いて「思いがけないトップで、

涙がこみあげてきました。あの

感動は忘れられませんね。これ

も皆さんのご指導、ご協力のお

かげで、全共会場で自分の牛以

上に手をかけ、仕上げてくれた

仲間たちに感謝します」と喜び

を語っていました。

募の中から本選に進んだ「酪農

学園からの贈り物・男爵フロマー

ジュ」は北海道産のじゃがいも、

乳製品、黒豆などが材料のお菓

子です。

「創作料理は自己表現の一つ」

と語る三浦さん。「今回は大賞

を取れず少し悔しいけど、すご

く楽しかったです。食材の“普

段捨てられる部分”に着目し、

スポーツフードについても研究

したいです」。

ご家族や研究室の熱い応援を

受けて、次回「チキンクッキン

グコンテスト」に挑戦。「目標は

農林水産大臣賞です」。ぜひ、

また学園の

ＰＲに一役

買っていた

だきたいで

すね。

本学で行われた調印式には、

岐阜経済大学から谷江幸雄経済

学部長、酒井博世経営学部長、

石原健一教務部長、安田天教務

課主査が、本学から安宅一夫学

長、鮫島邦彦酪農学部長、工藤

英一農業経済学科長、市川治教

務部長らが出席しました。

同協定の締結により、本年

月から、毎年２名ずつ相互に学

生を派遣し、それぞれ所定の単

位取得が可能となり、本学では

農業経済学科が学生を受け入れ

ます。

和やかに進められた調印式の

席では、両大学から「お互いの

地域性と専門性を活かし、豊か

な経験と勉学の場に」「経済学と

自然科学の融合の道を」と、今

後の交流発展への期待が述べら

れました。

酪農経営科３年生は
欧州研修旅行

首里城にて
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１１月２６日、郡山市において福

島県支部の総会と教育講座が開

催されました。当日、来賓講師

として同県の植田酪農組合長、

本学の高橋副理事長（同窓会連

合会長）が出席致しました。

昨年、本学の酪農公開講座を

開講した際に支部を設立しまし

たが、今年度は早速総会と学習

会を開き、講師を招いて「今後

の福島と食料問題」についての

講演が行われました。また、高

橋副理事長より本学園の教育事

業と同窓会活動についてのあい

さつ、さらに今後の理解と協力

を求めるなど、有意義な交流が

行われました。

本学の酪農公開講座が１１月

日に岐阜県、２９日に愛知県で、

両県同窓会の協力を得て開講さ

れましたが、同講座に前後して

両支部の総会および学習会が行

われました。この総会には本学

から高橋副理事長（同窓会連合

会長）および講座担当の岡本、

永幡、中原の各講師が出席、本

学の教育事業への理解と協力を

求め、さらに今後の同窓会活動

を激励する等、大いに交流を深

めることができました。

獣医学科各卒業期別の記念同

窓会は、４期卒業の３０周年記念

が７月２１日に行われ、１４期卒の

卒業２０周年記念が８月５日に、

続いて８月１９日には２２期卒業の

周年と、卒期別に１０周年ごと

に、黒澤記念講堂での礼拝と教

室で講師との技術の交換交流を

行いました。さらに、場所を宿

泊のホテルに移し、先生を囲ん

で忌憚のない交歓が行われまし

た。

同学科・獣医解剖学教室同窓

会では７月２２日、シェラトンホ

テル札幌で「獣医解剖学の歩み

と現状について」の教育講座と

交流も行われました。

また、支部同窓会においても、

大阪地区の日本獣医畜産学会終

了後（１１月７日）をはじめとし

て、福島県支部（１１月１１日）、

宮城県支部（１１月１８日）、栃木

県支部（１２月１６日）と、いずれ

も本学の先生を招いて研修交流

会が行われました。

2001（平成13）年度同窓

会の事業活動の議題「各支部活

動の推進事項等」について、１

月12日に伊東市ヤクルト研修

センターで研修会が行われました。

◆◆青森県支部同窓会が開かれる◆◆
１月26日、青森県支部の同窓会総会が開催され、教育講座と学習

会および役員の改選が行われました。役員改選では新支部長に附田

彰二（獣医１期）、事務局長は村井孝生（獣医21期）の両氏が選任

されました。

講座・学習会では、高橋副理事長（同窓会連合会長）から酪農学

園の教育と同窓会について、教育講座では青森県の丸井畜産指導官

から「畜産が変える地域農業」について講演が行われ、有意義な同

窓会となりました。

◆◆とわの森三愛高校同窓会◆◆
３月の卒業式を前に、２１世紀を迎えた初の１０期生３１０名の同窓会の

入会式が、２月２７日に行われます。これまでの同窓会の会員総数は

３,５６４名となります。

※住所変更の場合連絡のお願い
住所を変更された場合、下記のいずれかの方法で同窓会事務局に

ご連絡ください。

＊電話番号　011－386－1196／FAX 011－386－5987／

手紙またはハガキ

＊Ｅメール　rg－dosok＠rakuno.ac.jp

2001年度に計画されている事業

各卒業学年ごと幹事会により、次の事業を計画しております。

◎2001年10月に、とわの森三愛高校統合10周年記念事業を

計画致しております。

◎同窓会誌の発行を予定しております。

会員皆さんの住所変更の連絡のお願いと、近況の記事掲載も計

画しておりますので積極的に投稿してください。

◎三愛会（三愛女子高校）第18期同期会開催のご案内

開催期日　2001年6月16日（土）18時より

開催場所　札幌第一ワシントンホテル

多数ご出席くださるようお待ちしております。

福島県支部の総会と講座◆◆　　　　　　　　　　◆◆

岐阜、愛知両県支部の
総会と学習会

◆◆　　　　　　　　　　◆◆

獣医学科各卒業期別
および支部同窓会

◆◆　　　　　　　　　　◆◆

２８

１０

関東同窓会役員
（１都6県の支部長、事務局長）会議
◆◆　　　　　　　　　　◆◆



第２０条　貸与奨学生であった者が次の各号の一つに該当する場合

は、願出によって奨学金の返還を猶予することがある。

以上の事由より返還猶予の期間は、③以外については１年以内

とし、さらにその事由が継続する時は、願出により１年ずつ延長

することができます。

酪農学園大学入試部入試
課はこのほど、酪農学園の
キャンパスの四季とさまざ
まな風物詩を収めた写真集

★待望のインテリジェント牛舎が
完成。注目のバイオガスプラント
は、その発電システムに目を奪わ
れがちですが、「それは副産物で、
本来の目的は良質な液体有機肥料
を確保し、創立者・黒澤酉蔵が提唱
した“循環農業”を確立すること」と
岡本全弘教授。『循環と共生』。本学
が追い求める永遠のテーマです。（Ｓ）

★或る事で取材される立場に。あ
れこれ話す事を考えていたのに半
分くらいしか果たせませんでした。
Ｅメールなら言えた？直接的なコ
ミュニケーションが苦手な人を増
やす気がして怖い 革命。新世
紀は、“メル友”ばかりではなく、顔
の見える出会いをたくさんしたい
ものです。 (Ｍ)

酪農学園大学
キャンパス写真集
「from G」を頒布

入試課

奨学金の返済等についてお願い
〔返還金について〕
平成１２年度分の返還金は、送

金されましたでしょうか。

さまざまな事情にて返還金が

困難となった時は、一定の条件

を満たしていれば返還が猶予す

ることがあります。ご遠慮なく

ご連絡ください。

〔住所等の変更についてお願い〕
奨学金の返済についての通知

を年間２～３回送付しています

が、必ず「転居先不明で配達で

きません」と差出人に返送され

る郵便物が１０通以上あります。

住所等に変更があった時は、必

ず連絡をくださいますようお願

※フロムGの「G」は
●酪農学園の風景や環境を象徴す
る「緑＝Green」
●牧草や草地を表す
「グラス＝Grass」
●大きくなる、育つ、成長を表す
「グロー＝Grow」
●大地の女神、ギリシャ神話に登
場する「ガイア＝Gaia」

以上のような意味合いが込めら
れています。

罹災証明

診断書

在学証明

予備校等

事実を明らかにする書類

い致します。

女性は、結婚を機に連絡がと

れなくなりがちです。どうか、

お忘れなく事務局までご一報く

ださい。

１．結婚（改姓）

２．転居　

３．町名地番の変更（電話番号変更）

〒０６９－８５０１

江別市文京台緑町５８２番地

電話０１１－３８６－１２１２

財団法人
酪農育英会 事務局

『ｆｒｏｍ Ｇ』（Ａ４変形版、６８
頁オールカラー）を発行、
希望者に無料頒布致します。
希望者はハガキに住所、

氏名、電話番号および「ｆｒｏｍ
Ｇを希望」と明記の上、下
記までお申し込みください。

〒０６９ー８５０１
江別市文京台緑町５８２番地
酪農学園大学入試部入試課
「ｆｒｏｍ Ｇ」係

■事由

１年以内

１年以内

修学期間

１年以内

１年以内

酪農育英会奨学規程
（奨学金の返還猶予）一部抜粋

①災害

②負傷、疾病

③在学

④進学準備

⑤やむを得ない事由

■ 証明書 ■ 期間


